
実は�

福祉の仕事の�お給料�

安くなかった�
西九社福�

カタチ�
の�

特 集�

高
い
就
職
率
に
表
れ
る
「
底
力
」

平
成
２２
年
度
の
本
学
科
の
卒
業
生
の
就
職
率

は
、
全
国
的
に
（
九
州
は
特
に
）
４
年
制
大
学

卒
業
者
の
就
職
難
が
叫
ば
れ
る
中
、
驚
異
的
な

９７
・
９
％
で
し
た
（
平
成
２３
年
５
月
１
日
付
）。

「
驚
異
的
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た
が
、

実
は
そ
う
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
。
一
昨
年
度
も

９７
・
９
％
、平
成
２０
年
度
は
９５
・
６
％
で
し
た
の

で
、
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
を
継
続
し
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。
よ
っ
て
、「
驚
異
的
」
な
こ
と

で
は
な
く
、「
例
年
通
り
」
の
「
絶
好
調
」
な

就
職
状
況
を
示
す
数
値
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
学

科
の
持
っ
て
い
る
底
力
な
の
で
す
。

高
い
就
職
率
を
支
え
る「
カ
タ
チ
」

こ
の
「
就
職
率
の
高
さ
が
続
く
」
要
因
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。「
高
齢
者
の
介
護
の

仕
事
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
で
は
」
と
お
考
え
の

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
就
職

先
の
業
種
別
割
合
を
参
照
し
ま
す
と
、福
祉
施

設
６３
％
、
病
院
１７
％
、公
務
員
・
教
育
・
一
般
２０

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
施
設
は
障
害
の
あ

る
人
や
児
童
を
対
象
と
し
た
も
の
も
含
み
ま
す

の
で
、
多
く
の
学
生
が
高
齢
者
の
介
護
以
外
の

職
に
も
就
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
他
の
要
因

が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
号
で
は
、
こ
の
要
因
を
分
析
し
、「
西
九
社

福
の
カ
タ
チ
」と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。是
非
ご

一
読
く
だ
さ
い
。【

本
項
右
下
に
特
集
の
案
内
】

福
祉
の
領
域
で
働
く
人
た
ち
の

給
与
や
初
任
給
は
、
新
聞
や
雑
誌

に
お
い
て
、
平
均
的
な
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
そ
れ
と
比
較
さ
れ
、「
安

い
」「
低
い
」と
見
な
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
こ
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
カ
ラ
ク

リ
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
職
の
給
与
を

安
く
感
じ
さ
せ
る
カ
ラ
ク
リ

「
平
均
的
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」

と
い
う
の
が
そ
れ
で
す
。「
平
均
」

と
書
い
て
あ
り
な
が
ら
、
刊
行
物

に
よ
っ
て
は
、
大
手
企
業
の
み
の

平
均
で
あ
っ
た
り
（
日
本
で
大
手

企
業
に
勤
め
て
い
る
人
は
、
全
て

の
働
い
て
い
る
人
の
約
３
割
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
）、
東
証
一
部
上

場
企
業
の
み
の
平
均
で
あ
っ
た
り

（
東
証
一
部
上
場
企
業
に
勤
め
て

い
る
人
は
、
働
い
て
い
る
人
全
て

の
１
割
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す
）

す
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を

知
ら
な
い
ま
ま
に
、
数
字
に
踊
ら

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

回
転
の
速
さ
は

○
○
の
速
さ
�

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
福
祉

施
設
で
働
く
人
の
各
段
階
に
お
け

る
年
収
を
赤
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

賢
明
な
方
は
す
ぐ
に
お
気
づ
き
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
他
職
種
に

引
け
を
取
ら
な
い
年
収
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
回
転
の
速
い
職

種
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
言
わ
れ

る
こ
と
で
、
統
計
的
に
も
間
違
い

と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
回
転

の
速
い
職
種
は
福
祉
の
仕
事
の
他

に
も
あ
り
ま
す
し
、
考
え
よ
う
に

よ
っ
て
は
、「
昇
進
や
出
世
も
速

い
」
と
い
う
よ
う
に
と
ら
え
る
こ

と
も
あ
な
が
ち
間
違
い
と
は
言
い

き
れ
な
い
の
で
す
（
２５
歳
・
３０
歳

の
年
収
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

【
２
〜
４
面
に
関
連
記
事
】

①
「
仕
事
」の
カ
タ
チ
…
福
祉
を
学
ん
で
働
く
と
い
う
こ
と
…
２
〜
４
面

②
「
合
格
」の
カ
タ
チ
…
資
格
を
手
に
す
る
と
い
う
こ
と
…
５
〜
６
面

③
「
学
生
」の
カ
タ
チ
…
大
学
で
活
き
る
と
い
う
こ
と
…
７
〜
９
面

④
「
学
び
」の
カ
タ
チ
…
ヨ
ソ
と
は
違
う
！
そ
の
中
身
�
…
１０
〜
１２
面

西西
九九
州州
大大
学学
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発行日

２０１１年（平成２３年）
６月１日

発行元
学校法人永原学園
西九州大学
健康福祉学部
社会福祉学科

社社
会会
福福
祉祉
学学
科科
報報

３年連続 九州文系大学
就職率 第１位

平成１９年度 読売ウィークリー２００７年８月１２日号 掲載
平成２０年度 週刊東洋経済 ２００９年１０月２４日号 掲載
平成２１年度 週刊東洋経済 ２０１０年１０月１６日号 掲載

平成２２年度就職率 97.9％

平均（円／年）

非正規職員

２，２８５，７０５
－
－
－
－
－
－

正規職員
高校卒初任給
２，５６７，０８４
２，０６０，６００
１，９０４，８００
１，８４８，４００
１，９５１，１００
２，３２２，５００
２，０３４，５００

短大・専門学校卒初任給
２，７４８，０１９
２，５２０，３００
２，５６９，１００
２，０８８，９００
２，４１３，３００
２，７４５，１００
２，４３５，４００

４大卒初任給
２，９６５，４０１
２，７５３，７００
２，６９５，７００
２，９２６，９００
２，５５６，７００
２，９１１，８００
２，２１９，４００

２５歳職員
３，２４３，３５５
２，９３５，４００
３，００９，９００
２，４２３，０００
２，９７９，７００
３，５３６，８００
３，０２６，４００

３０歳職員
３，７１１，５６８
３，３４９，１００
３，５６０，３００
２，５２４，０００
３，３５３，３００
４，６８９，９００
３，５８３，４００

施設長

７，２３７，５７１
－
－
－
－
－
－

福祉施設全体
製造業
卸売・小売業
飲食・宿泊業
医療・福祉業
金融・保険業
複合サービス業

表１ 各事業所別平均年収（［平均月給＋平均諸手当］×１２か月分＋賞与。いわゆる税込支給総額／年）

社会福祉施設の人材確保対策・育成に関する調査より（全国社会福祉協議会 平成２０年７月）

（１） ２０１１年６月１日西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報



就 職 支 援 体 制 �

外部就職支援組織�外部就職支援組織�学生�
�

大学�大学�

ジョブカフェSAGA、ハローワーク�ジョブカフェSAGA、ハローワーク�

卒業生のネットワーク�
求人の情報提供、アドバイス等�

学内での�
①職業適性診断の実施�
②応募書類作成の助言　　など�
�

①企業・施設等への求人依頼�
②企業・施設と学生の連絡調整　など�
�

情報提供�

求人�

就職開拓�

協力要請�
各種支援�

連携�
(求人)�
�

①就職支援システムの活用�
②ガイダンスおよび指導�
③就職相談室の充実�
　　　　　　　　　　　　　　　　ほか�
�

個人のニーズに合わせて�
①２者面談�
②就職活動支援講座・入門講座�
③履歴書・面接等指導�
④企業・施設等の学内説明会�
⑤各種資格取得のための対策支援講座�
（公務員講座・パソコン講座等）　ほか�
�

学生全員に対して�

企業・施設�企業・施設�

３
年
生
向
け
の

「
学
内
企
業
説
明
会
」

平
成
２３
年
３
月
２９
日
、
地
元
優

良
企
業
２３
社
、
ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
Ｓ
Ａ
Ｇ

Ａ
参
加
の
下
、「
学
内
企
業
説
明

会
」
が
行
わ
れ
、
本
学
科
か
ら
は

３
年
生
の
約
８５
％
が
参
加
し
ま
し

た
（
写
真
�
）。

「
大
学
内
で
就
職
説
明
会
を
行

わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
施
設
・

企
業
の
依
頼
を
受
け
て
、
例
年
は

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
４
年
生

を
対
象
に
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
平
成
２２
年
度
は
、
学
生
か

ら
の
「
企
業
・
施
設
に
つ
い
て
知

り
た
い
」、「
時
間
を
か
け
て
希
望

の
職
種
・
職
場
の
話
を
聞
き
た

い
」
と
の
要
望
を
受
け
て
、
早
期

就
職
活
動
支
援
の
一
環
と
し
て
行

い
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る

職
業
紹
介
・
就
職
相
談
、
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
に
よ
る
職
業
適

性
診
断
や
面
接
の
コ
ツ
講
座
等
を

受
け
な
が
ら
、
各
学
生
が
興
味
の

あ
る
分
野
・
企
業
の
ブ
ー
ス
に
並

び
ま
し
た
。
就
職
試
験
を
受
け
る

際
に
必
要
な
知
識
・
資
格
、
試
験

内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
、
就
職
後

の
給
与
・
福
利
厚
生
・
仕
事
内
容

等
に
つ
い
て
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
（
写
真
�
）。

４
月
以
降
、
学
外
で
数
多
く
の

企
業
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。「
弾

み
を
つ
け
て
、
安
心
し
て
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
好
評
で
し

た
。

４
年
生
向
け
の

「
就
職
支
援
講
座
」

平
成
２３
年
４
月
２７
日
に
、「
夏
場

に
向
け
て
の
就
職
活
動
」
講
座
を
、

株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ
の
キ
ャ
リ
ア

支
援
課
の
玉
利
俊
朗
氏
を
迎
え
て

行
い
ま
し
た
（
写
真
�
）。
２
年

次
か
ら
行
っ
て
き
た
就
職
支
援
講

座
の
総
仕
上
げ
と
な
る
も
の
で
す
。

夏
場
に
向
け
て
の
就
職
活
動
の

展
望
と
対
策
（
企
業
研
究
の
徹
底
、

自
己
Ｐ
Ｒ
の
徹
底
、
履
歴
書
作
成

の
７
つ
の
コ
ツ
、
面
接
対
策
、
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
記
載
の
コ
ツ
と

ツ
ボ
、
自
分
に
合
っ
た
仕
事
探
し
、

こ
れ
か
ら
間
に
合
う
選
考
試
験

他
）
に
つ
い
て
、
学
生
は
一
つ
ず

つ
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

写
真
�
：
当
日
は
全
員
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
で
参
加
。

ス
ー
ツ
の
着
こ
な
し
も
、
今
後
の
課
題
で
す
（
笑
）。

写
真
�
：
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、ブ
ー
ス
に
並
び
、

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

写
真
�
：
計
画
性
と
持
久
力
、
各
段
階
で
の
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
他
の
就
職
支
援

本
学
の
就
職
支
援
の
特
長
は
、

卒
業
生
や
外
部
就
職
支
援
組
織
と

の
連
携
に
あ
り
ま
す（
左
図
参
照
）。

一
人
ひ
と
り
異
な
る
学
生
の
希
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
き
め
細
や

か
な
支
援
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

（
准
教
授

江
口

賀
子
）

「
仕
事
」
の
カ
タ
チ
を
支
え
る

大
学
の
就
職
支
援
に
つ
い
て

九
州
第
１
位
の
就
職
率
を
保
ち
続
け
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
は

就
職
に
懸
け
る
学
生
の
想
い
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
想
い
は
「
希
望
」

だ
け
で
は
な
く
、
大
き
な
「
不
安
」
に
満
ち
て
い
ま
す
。

「
就
職
活
動
っ
て
、
実
際
に
ど
ん
な
事
を
行
え
ば
い
い
の
？
」
か
ら

「
採
用
条
件
や
労
働
条
件
は
、
ど
こ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
か
？
」
と

い
っ
た
も
の
ま
で
、
就
職
活
動
の
各
段
階
に
お
け
る
疑
問
や
不
満
は
、

次
か
ら
次
へ
と
浮
か
び
、
尽
き
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
学
生
た
ち
の
「
就
活
」
を
支
え
る
た
め
に
、
本
学
が
行
っ
て

い
る
様
々
な
就
職
支
援
に
つ
い
て
、「
早
期
就
職
活
動
支
援
」の
２
つ
の

取
り
組
み
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

特集� （４）西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報２０１１年６月１日



平
成
２２
年
度
（
第
２３
回
）
の
本

学
科
の
社
会
福
祉
士
・
精
神
保
健

福
祉
士
国
家
試
験
合
格
者
は
、
社

会
福
祉
士
２８
名
、
精
神
保
健
福
祉

士
３
名
で
し
た
。
既
卒
者
を
含
む

学
校
別
合
格
者
数
は
６１
名
。
九
州

内
の
福
祉
系
大
学
の
中
で
は
第
３

位
で
し
た
。

平
成
２２
年
度
に
行
っ
た
、
在
学

生
と
卒
業
生
に
対
す
る
国
家
試
験

受
験
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
（
表
１
を
参
照
）。

﹇
在
学
生
向
け
の
受
験
支
援
﹈

１
年
次
か
ら
４
年
次
ま
で：

国
家
試
験
科
目
で
あ
る
教
科
は
、

１
年
次
配
当
の
も
の
か
ら
、
国
家

試
験
を
常
に
意
識
し
た
内
容
を
各

教
員
が
教
授
し
て
い
ま
す
。

２
年
次
後
期
か
ら
３
年
次
前
期：

受
験
予
定
者
全
員
を
対
象
に
模
試

を
行
い
、
解
説
し
て
い
ま
す
。

４
年
次
通
年：

科
目
別
や
弱
点
克

服
な
ど
の
対
策
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。

﹇
卒
業
生
向
け
の
受
験
支
援
﹈

大
学
で
行
っ
て
い
る
受
験
対
策
の

資
料
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
受
験

手
続
き
の
情
報
か
ら
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
勉
強
方
法
の
相
談
に
い
た

る
ま
で
、
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー

ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

（
准
教
授

江
口

賀
子
）

例
年
、
受
験
対
策
の
取
り
組
み

と
し
て
、
様
々
な
対
策
講
座
や
模

試
を
学
科
と
し
て
提
供
す
る
と
同

時
に
、
学
生
も
色
々
な
方
法
で
受

験
勉
強
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
学
生
ら
の
受
験
勉
強

の
方
法
は
、
�
自
宅
等
で
の
個
人

勉
強
、
�
図
書
館
等
の
学
内
施
設

を
使
っ
た
個
人
勉
強
、
�
ゼ
ミ
室

や
教
員
の
研
究
室
を
間
借
り
し
た

グ
ル
ー
プ
学
習
に
分
類
で
き
、
ど

の
ス
タ
イ
ル
が
向
い
て
い
る
か
は
、

学
生
自
身
で
選
択
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
特
に
、
グ
ル
ー
プ
学
習

で
は
、
自
然
に
勉
強
仲
間
が
集
ま

り
、
講
義
以
外
の
時
間
は
早
朝
か

ら
夜
間
ま
で
勉
強
に
取
り
組
み
、

グ
ル
ー
プ
内
で
の
自
己
学
習→

模

擬
問
題→

仲
間
と
解
答
・
解
説→

不
明
な
点
は
科
目
の
担
当
教
員
へ

質
問
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、
学

生
ら
は
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
学
生
ら
の
受
験
勉

強
は
、
早
い
学
生
で
は
夏
休
み
前

後
か
ら
、
遅
く
と
も
卒
論
提
出
後

の
十
一
月
か
ら
取
り
組
み
は
じ
め
、

一
月
の
国
家
試
験
本
番
ま
で
、
約

三
〜
四
ヶ
月
間
は
自
宅
や
大
学
に

カ
ン
ヅ
メ
の
状
態
で
す
。
た
だ
、

平
成
二
十
二
年
度
の
学
生
ら
の
取

り
組
み
は
、
ゆ
っ
く
り
と
ス
タ
ー

ト
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

学
生
た
ち
の
受
験
勉
強
で
重
要

と
感
じ
る
こ
と
は
、
早
期
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
な
ん
と
な

く
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分

は
合
格
す
る
と
い
う
強
い
意
志
を

示
し
て
、
個
々
人
で
、
ま
た
勉
強

仲
間
と
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も

重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

（
講
師

岡
部

由
紀
夫
）

【
本
項
＆
６
面
に
合
格
者
の
声
】

専門職の「カタチ」である国家資格。
多くの学生がその取得を希望しているが、
全ての学生がそれを手にするわけではない
学生の希望に応える、西九社福の受験支援、
試行錯誤の末たどり着く学生自身の学習スタイル
国家資格取得（合格）までの道のりに迫る�

特集 西九社福のカタチ

�「合格」のカタチ
～資格を手にするということ～

表１．平成２２年度 受験対策の実績とねらい 【学内対策】
�直前模試
４年後期（１２月）
模試
－
○
○

●

�中間模試
４年前期（７・８月）
模試
－
○
○

●

�個別指導
通年

個別（科目別）
－
●
○
●
●

●

�ゼミ別指導
通年

個別指導
－
○

○
●

○

NEW �直前対策講座
４年後期（１２月）
講義

１７科目１１コマ
●
●

●

○

	科目別対策講座
４年後期（１１～１２月）
講義

１７科目３１コマ
●
○
○
●
●
●

NEW �弱点克服講座
４年後期（１０月）
能力別

５科目１０コマ
○
●
●
●

●

�福祉士への道

３年後期～４年前期
解答解説（答練）
１１科目１６コマ

●
○
○
●
●
●

NEW �福祉士への道�
２年後期～３年前期
解答解説（答練）
８科目９コマ

●
○
○
●
●
●

名 称
実 施 時 期
タ イ プ
平成２２年度実績
理解力（知識）
解答力（テクニック）
学 習 方 法
学 習 意 欲
学 習 時 間
学 習 環 境

ね

ら

い

手
厚
い受

験
支
援

〜
大
学
の
取
組
み
〜

木原 憂也 さん

社会福祉士 取得
龍谷高校（佐賀） 出身

バイトや卒論などで忙しく、本格的な勉強は１１月から取りかかり
ました。１１月の段階では先生に『社会保険ってなんですか？』と基
本ともいえないほど初歩的な質問をする程度の学力しかありません
でした。
その後は自分の勉強スタイルを確立させ、先生の研究室で朝１０時
から夜の１時まで大学で懸命に勉強し、２時間だけ休憩時間を決め
て、１日のスケジュールと目標獲得点数を紙に書いて、いつでも見
えるとこに貼っていました。自分が目標を見失わないようにと思っ
たからです。
皆さんにアドバイスするとすれば、お金をかけてでも模試や講義
は受けるべきだということです。僕は放課後に週２回開かれていた
東京アカデミーの対策講座と、２週間に１回の社会福祉士会の勉強
会、大学での国家試験対策を受けていました。自分の学力を客観的
に見ることも本当に大切だと思います。そして、早くから受験対策
に取り組み、勉強スタイルを確立させ、目標をたてることだと思い
ます。結果として、社会福祉士に合格し、相談員として就職しまし
た。皆さんも目標を持って頑張ってください。

【担当教員からひとこと】
目標とスケジュールを立てる工夫は効果的でした。
木原さんの知識量の増加は目を見はるものがありました。

（准教授 橋本 みきえ）

（●：主目的／○：副目的）

特集� ２０１１年６月１日西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報（５）



「怠ると危うし」

谷口朗子 さん

社会福祉士
精神保健福祉士 取得

【白石高校 出身】

実際に私が本格的に受験勉強を始め

たのは１２月に入ってからでした。初め

はこれくらいでいいだろうという気持

ちで勉強していたのですが、合格祈願

に行った際にひいたおみくじにはこう

書かれていました。「怠ると危うし」

…私はこのままではいけないと思い、

この日から追い込みをかけたのを覚え

ています。くじけそうになったらこの

言葉を思いだし、自分を奮い立たせて

いました。

「自分について
考える」

中川史高 さん

社会福祉士 取得
【朝羽高校 出身】

私が、国家試験までにやったことは、

「自分について考える」ことです。私

は、「得意・不得意な教科は何か？」

「どこで勉強すると集中できるの

か？」「どんな時に気持ちが落ちてし

まうか？」など様々な事を考えました。

もちろん、それぞれの対処法について

も考えました。私は、勉強を始めるのが

遅かったのですが、自分について考え

ることで、自分を追い込むことができ

たし、励ますこともできたと思います。

「心強い思い出」

生山由加里 さん

社会福祉士 取得
【小城高校 出身】

１１月の終わりに、このペースのまま

では間に合わないという状態になって

しまい、慌てて勉強方法を改めました。

しかし、１２月の学内模試では５０％とい

う結果で焦りを感じました。ここで諦

めの気持ちが出なかったのは、友達の

支えが大きかったと思います。家では

だらけてしまう私は、学校で友達と勉

強することで、教え教われ、励まし合

い、頑張っていけました。

「十分な睡眠と
日頃の積み重ね」

江頭 毅 さん

社会福祉士
精神保健福祉士 取得

【小城高校 出身】

「眠たいのを我慢して勉強を頑張っ

ても頭には残りにくい」と私は考えて

います。また、日頃の講義をまじめに

受講することが重要だと私は思います。

さらに、集中力が切れかけたと感じた

ら区切りをつけて休憩に入ることを

行っていました。

熱意・知性・学友

「友達と共に…」

安永佳世 さん

社会福祉士 取得
【佐賀商業高校 出身】

１２月から社会福祉士を受験する１月

までの１カ月間は、人生の中で一番勉

強したと思います。私は、だいたい３、

４人の友達と一緒に勉強しました。個

人学習と休憩時間とのメリハリをつけ、

友達と支え合いながら辛い勉強生活を

乗り切りました。

「継続は力なり」

龍野親一 さん

社会福祉士 取得
【多久高校 出身】

私は最初、学校で友人と勉強してい

ましたがあまり集中できず、図書館で

一人勉強を始めると点数が一気に伸び

ました。一人で勉強するのも友人とす

るのもそれぞれ長所、短所があると思

いますが環境を選ぶことも大切だと感

じました。結果が出なくても継続して

努力すれば必ず報われます。初心を忘

れず、頑張って勉強を続けてください。

「一人では
やれなかったこと」

武冨静香 さん

社会福祉士 取得
【ありあけ新世高校 出身】

受験するにあたって、何から手をつ

けて良いのか、毎日何時間勉強をすれ

ばいいのか、全くわかりませんでした。

そこで受験勉強の経験のある友達や知

人などに相談し、勉強方法についての

情報を集めました。試験２カ月前には、

勉強している事が本当に身に付いてい

るのか解らずとても焦りましたが、同

じように受験について悩んでいた友達

と勉強する場所を確保し、毎日一緒に

勉強を始めました。

「努力し続ける
ことの大切さ」

廣瀬真澄 さん

社会福祉士 取得
【川棚高校 出身】

試験勉強を通して感じた事は、「早

くから自分にあった勉強方法を確立す

る」「自分が集中して勉強できる環境

をみつける」「勉強していると覚える

ことの多さに挫けることもありますが、

諦めず、最後まで頑張り続ける」事で

す。私の場合、試験勉強を始めたのは

４年生の夏休みからで、一人で勉強す

る方が集中できたので、朝から学校に

来て夜まで図書館や空き教室を使って

勉強しました。

「１点の大切さ」

坂井由香梨 さん

精神保健福祉士 取得
【小城高校 出身】

たくさんの問題を解くことも大切だ

とは思いますが、間違えた問題や解け

なかった問題を自分にあった方法で見

直しながら理解する事がとても大切で

す。自分がきちんと理解出来て、知識

に結びつく方法を早く見つける事が

“１点”に繋がり、その積み重ねが合

格への道のりに近づくのだと思います。

特集� （６）西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報２０１１年６月１日



ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

や
っ
て
み
ま
し
た
…

学
科
長
：
き
ょ
う
は
、
み
ん
な
で

取
材
し
て
、
作
っ
て
く
れ
た
新
聞

記
事
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
ね
。
自
分
た
ち
で
、
手

作
り
の
ペ
ー
ジ
に
取
り
組
も
う
と

思
っ
た
理
由
は
？

寺
�
：
現
在
、
４
年
生
で
す
が
、

４
年
生
の
私
た
ち
が
一
番
、
社
会

福
祉
学
科
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

し
、
普
段
、
み
ん
な
が
社
会
福
祉

学
科
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る

の
か
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
、
仲
良

し
グ
ル
ー
プ
の
５
人
で
や
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

庄
司
：
何
で
も
書
い
て
も
ら
っ
て

い
い
し
、
私
た
ち
に
任
せ
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
何
を
書
く

か
に
つ
い
て
、
休
み
時
間
や
放
課

後
に
集
ま
っ
て
何
度
も
話
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
、
社
会
福
祉

学
科
の
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
や
っ
て
、
生
の
声
を
聞
い
て
み

よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
科
長
：
ア
ン
ケ
ー
ト
は
何
人
く

ら
い
に
や
っ
た
の
か
な
。

秋
吉
：
社
会
福
祉
学
科
の
学
生
み

ん
な
に
答
え
て
も
ら
い
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
１
年
生
は
入
学
し
た

ば
っ
か
り
な
の
で
、
２
年
生
か
ら

４
年
生
ま
で
の
す
べ
て
の
人
に
調

査
票
を
配
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
快
く
協
力
的
に

回
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

想
像
し
て
い
た
こ
と
と

同
じ
だ
っ
た
こ
と
…

学
科
長
：
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は

ど
う
だ
っ
た
？
み
ん
な
が
想
像
し

た
こ
と
と
同
じ
だ
っ
た
か
な
、

違
っ
た
か
な
。

秀
島
：
想
像
し
た
こ
と
と
同
じ
こ

と
も
あ
っ
た
し
、
意
外
だ
な
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
同
じ
だ

な
と
思
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
大
学

の
社
会
福
祉
学
科
を
選
ん
で
良

か
っ
た
と
思
う
こ
と
に
つ
い
て
の

結
果
で
し
た
。
ま
ず
は
、
社
会
福

祉
の
専
門
性
と
い
う
か
、「
社
会

福
祉
を
学
ぶ
に
は
西
九
大
」
と
い

う
意
見
が
多
か
っ
た
で
す
。
コ
ー

ス
が
６
つ
あ
っ
て
、
選
べ
る
こ
と

も
魅
力
的
だ
と
い
う
意
見
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

平
：
そ
れ
と
、
人
間
関
係
が
と
っ

て
も
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
友

達
同
士
の
人
間
関
係
と
先
生
た
ち

と
の
人
間
関
係
が
、
距
離
が
近
く

て
、
家
族
的
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

社
会
福
祉
学
科
な
ら
で
は
の
、
思

い
や
り
の
人
間
関
係
が
魅
力
的
だ

と
い
う
答
え
は
多
か
っ
た
で
す
ね
。

私
は
鹿
児
島
出
身
で
、
入
学
し
た

こ
ろ
は
不
安
な
気
持
ち
が
あ
っ
た

ん
で
す
が
、
み
ん
な
優
し
く
て
、

す
ぐ
慣
れ
ま
し
た
し
、
た
く
さ
ん

の
友
達
も
で
き
ま
し
た
。

庄
司
：
就
職
率
が
良
い
と
い
う
意

見
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私

も
去
年
、
短
大
か
ら
編
入
し
て
き

た
ん
で
す
が
、
西
九
州
大
学
は
抜

群
に
就
職
に
強
い
と
い
う
こ
と
は

有
名
で
し
た
。
不
景
気
が
続
い
て

い
る
の
に
、
ず
ー
っ
と
１
０
０
％

近
い
就
職
が
で
き
て
い
る
こ
と
は

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

秋
吉
：
学
内
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
で
あ
げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
私
た

ち
が
想
像
し
た
通
り
で
し
た
ね
。

学
生
ホ
ー
ル
と
食
堂
は
、
ど
ち
ら

も
く
つ
ろ
げ
る
場
所
な
ん
で
す
。

こ
う
い
う
場
所
で
親
し
い
人
間
関

係
が
で
き
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

意
外
だ
っ
た
こ
と
…

学
科
長
：
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
、

想
像
し
て
い
た
こ
と
と
違
っ
て
い

た
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
な
。

秀
島
：
「
西
九
州
大
学
に
入
学
し

て
、
校
内
で
彼
氏
・
彼
女
が
で
き

ま
し
た
か
？
」
と
い
う
質
問
を
し

た
ん
で
す
が
、「
Ｙ
ｅ
ｓ
」
と
答

え
た
人
が
３
割
以
上
い
た
の
は
意

外
で
し
た
ね
。
同
級
生
同
士
や
先

輩
や
後
輩
同
士
で
付
き
合
っ
て
い

る
人
が
そ
ん
な
に
い
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
付
き
合
っ

て
い
な
い
け
れ
ど
、
以
前
は
付
き

合
っ
て
い
た
と
い
う
人
も
含
め
る

と
も
っ
と
増
え
ま
す
ね
。

寺
�
：
「
あ
の
先
生
の
ス
テ
キ
な

と
こ
ろ
を
教
え
て
」
と
い
う
質
問

も
し
て
み
た
ん
で
す
が
、
い
ろ
ん

な
先
生
の
い
ろ
ん
な
ス
テ
キ
な
と

こ
ろ
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
み

ん
な
先
生
た
ち
を
よ
く
観
察
し
て

い
る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
こ
と
・

嬉
し
か
っ
た
こ
と
…

学
科
長
：
今
回
の
新
聞
記
事
を

作
っ
て
み
て
印
象
に
残
っ
た
こ
と

は
何
か
な
。

寺
�
：
一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
み
ん
な
が
協
力
し

て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
た

く
さ
ん
の
人
が
ま
じ
め
に
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

平
：
み
ん
な
か
ら
も
ら
っ
た
回
答

の
内
容
も
、
こ
の
社
会
福
祉
学
科

に
来
て
良
か
っ
た
と
い
う
も
の
が

多
か
っ
た
し
、
こ
の
大
学
に
愛
着

を
感
じ
て
い
る
ん
だ
な
と
い
う
こ

と
が
、
回
答
を
読
ん
で
み
て
よ
く

わ
か
り
ま
し
た
。
や
っ
て
み
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

間
近
に
迫
っ
た

卒
業
に
む
け
て

学
科
長
：
学
生
生
活
も
残
り
１
年

も
な
い
け
れ
ど
、
将
来
の
こ
と
は

ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
な
。

庄
司
：
私
た
ち
５
人
と
も
、
ま
ず

は
社
会
福
祉
士
の
国
家
試
験
に
合

格
し
た
い
で
す
。
学
内
で
受
験
対

策
講
座
を
受
け
て
、
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
と
、
福
祉
関
係
の

仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
希
望
は

以
前
か
ら
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

就
職
先
を
絞
り
込
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
で

す
ね
。

学
科
長
：
み
な
さ
ん
た
ち
の
お
陰

で
、
た
い
へ
ん
い
い
記
事
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
通
し
て
、「
学
生
」
目
線

で
社
会
福
祉
学
科
に
対
し
て
評
価

し
て
も
ら
い
、
貴
重
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
た
ち

の
思
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
８
・
９
面
に
学
生
ペ
ー
ジ
】

対
談
者

４
年
（
チ
ー
ム

Ｓ
Ｓ
Ｆ
２
４
９
）

秋
吉
佑
香
さ
ん

北
陵
高
校
（
佐
賀
）
出
身

寺
�
巴
瑠
佳
さ
ん

北
陵
高
校
（
佐
賀
）
出
身

平
め
ぐ
み
さ
ん

鹿
児
島
県
立
奄
美
高
校

出
身

庄
司
知
恵
さ
ん

八
女
学
院
高
校
（
福
岡
）
出
身

秀
島
由
紀
子
さ
ん

佐
賀
県
立
鹿
島
高
校

出
身

社
会
福
祉
学
科
長

倉
田
康
路

（
教
授
）

高校を卒業し大学に通っていながら、

未だに自分を「生徒」と呼ぶ者が多い中、

しっかりとした「学生」の自覚を持つ、西九大生。

その有志が、「学生」目線で、高校生の皆さんに、

「西九社福の歩き方」を発信します！

特集 西九社福のカタチ

�「学生」のカタチ
～大学で活きるということ～

ザ・対談！
�
チ
ー
ム
Ｓ
Ｓ
Ｆ
２
４
９

（
ス
ー
パ
ー
社
福
西
九
）

Ｖ
Ｓ

学
科
長
�

特集� ２０１１年６月１日西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報（７）
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将来の目標に向かって一歩を踏み出す�

将来の目標を定める�

社会人としての力をつける�

大学生として　の基礎（自分）をつくる�

１年生から描いてきたキャリアデザインを完成させる�
�

「社会福祉」の　　知識を応用する力を備える�
�
「社会福祉」実習を　　踏まえて、医療・障害者支援・�
教育などの機関で「　　専門実習」を行い、専門の知識を深める�
�「社会問題」に目を　　向け、卒業論文をまとめる�
�国家試験の受験勉強　　に本格的に取り組む�
�「社会福祉の領域の　　広さ、展開の広さ」を知り、�
目標とする職業に向　　けて羽ばたく準備を始める�

就職・進学に必要な知識を高める�

希望する職業に求められる資格取得に挑戦する�
�

語学、情報処理などを学び　　大学生としての教養を身につける�

大学での学習に必要なスタ　　ディ・スキルや職業観を学ぶ�

ポートフォリオ・システムを　　使い、将来の目標を決める準備をする�
�

「社会福祉」とは何かを知る�
�
 人とのかかわりの基礎を学ぶ�
�「こころ」と「からだ」と「福祉」のしくみを知る�
� 自分が学びを深める専門領域（コース）を選ぶ�

就業力を高め、就職希望分野や職種を絞り込む�
�大学と企業や地域社会との共同プログラムに参加し�
自分で考え行動する力を高める�
�

「社会福祉」の実際を理解する�
�
�
 「社会福祉」実習を行い、実際の援助場面で社会福祉の知識や�
援助技術を体験的に学ぶ�
�
 「社会福祉」の課題を知るとともに、自分を知り、自分の課題を見つめ、�
経験を積むことで、援助者のヒナとして必要な知識・技術・態度を理解する�
� 「社会福祉」と現代社会が抱える問題の関連を知る�
�
�

専門書の読み方やレポートの書き方を身につける�
�自分の考えを他者に示す方法（プレゼンテーション法）を�
学ぶ�
�インターンシップの機会を活用して、専門分野以外の職業�
や組織について理解する�

「社会福祉」の広がりを学ぶ 
「社会福祉」の領域の広がりを知る�
�「社会福祉」「精神保健福祉」「介護福祉」「臨床心理」�
「特別支援教育」「キャリア開発」の各コース専門科目が開講され、�
専門領域での学びを本格的に始める�
�
�

福祉・医療現場を中心に活躍する�
先輩達は、卒業後の力強い味方！�
九州のいたるところで頑張っている�
先輩達も、仕事の相談や研修会などで�
しばしば大学に…�
「学び」をつづけています。�

福祉業界の求人は、�
一般企業と比べて遅くなる�
傾向にあるため、�
３年生の就活イベントは、�
進路の選択肢を増やす�
チャンスです！�

とにかく４年生は大忙し！�
卒論、就職活動、専門実習、�
国家試験対策・・・�
時間はどれだけあっても�
足りません。�
�
�

個人の経験や活動の記録をファイル�
していくシステム。�
このシステムに記録した内容を教員�
と一緒に振り返ることで、�
自分を知り、将来の目標を考える準�
備をします。�
�
�

将来の職業選択に生かすための�
職業体験。�
体験先は、一般企業に加え、�
保育園や農業民宿など、�
幅広く設定されています。�
�

社会福祉施設・機関で�
約１か月間の実習を行います。�
実際の福祉現場で相談援助や�
介護などを体験し、将来の職業�
イメージを高め、専門職として�
の適性を確認します。�
�

自分の興味・関心のある社�
会問題等にテーマについて�
調査・研究を進め、ゼミ教�
員の指導を受けながら書き�
すすめます。�
大学で学んだ証となる�
大切なものです。�
�

教養と就業力を身につけるための学び�

専
門
の
知
識
を
深
め
る
た
め
の
学
び�

��

大学では自分の時間割を自分で作ります。

西九社福では、学生がそれぞれに持つ目標に向かって

はばたいていけるよう、応援しています。

そのためにもまずは自分を知り、自分を創っていくことに

チャレンジしましょう！

あなたの目標はあなたのものです！

特集 西九社福のカタチ

�「学び」のカタチ
～ヨソとは違う！その中身�～

特集�特集� （１０）西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報２０１１年６月１日２０１１年６月１日西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報（１１）
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大
学
生
活
の
雰
囲
気
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

高
大
連
携
事
業
に
つ
い
て

「
大
学
生
活
は
ど
ん
な
感
じ
で

す
か
？
」「
大
学
で
の
勉
強
は
難

し
い
で
す
か
？
」
高
校
生
か
ら
一

番
多
い
質
問
で
す
。
そ
ん
な
疑
問

や
不
安
に
答
え
る
行
事
で
あ
る

「
高
大
連
携
事
業
」
を
本
学
科
は

行
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
に
と
っ
て
は
、
①
大
学

行
事
（
大
学
祭
等
）
に
参
加
し
て
、

大
学
生
活
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て

も
ら
う
こ
と
、
②
大
学
で
の
体
験

授
業
を
受
け
て
も
ら
い
、
大
学
の

専
門
的
な
学
習
に
つ
い
て
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
、
③
学
生
や
教
員

か
ら
の
話
を
聴
き
、
勉
強
や
進
路

に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
２２
年
は
「
第
２
回

ふ
く

フ
ェ
ス

ｉ
ｎ

西
九
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
７
校
よ
り
、
生
徒
８７

名
、
教
員
８
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
５
〜
１０
名
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
大
学
祭
を
自

由
散
策
し
、
大
学
生
活
の
雰
囲
気

を
体
験
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
倉

田
康
路
教
授
の
「
み
ん
な
で
支
え

る
高
齢
化
社
会
」
と
題
し
た
講
義

を
受
け
た
後
、
学
生
等
と
の
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
（
写
真
）。

平
成
２３
年
は
１０
月
２９
日
に
「
第

３
回

ふ
く
フ
ェ
ス

ｉ
ｎ

西

九
」
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
准
教
授

江
口
賀
子
）

西
九
医
療
福
祉
研
修
会
を
開
催
！

医
療
の
現
場
で
働
く
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
は
近
年
増
加
し
て
い

る
一
方
で
、
少
数
職
種
の
た
め
に
、

勤
務
す
る
場
で
の
研
修
が
な
か
な

か
受
け
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
社
会
福
祉
学
科
で
は
社

会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
と

し
て
病
院
に
勤
務
し
て
い
る
卒
業

生
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
年
２

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
２３
年

２
月
に
開
催
し
た
研
修
会
で
は
、

卒
業
生
の
一
人
で
嬉
野
医
療
セ
ン

タ
ー
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
鷲
頭
さ
ん

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
講
演
を
企
画
し
た
岩
永
真

一
さ
ん
（
平
成
１８
年
卒
・
山
口
病

院
）
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま

す
。「
講
演
で
は
、
鷲
頭
さ
ん
が

嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
に
初
代
の
Ｍ

Ｓ
Ｗ
と
し
て
就
職
さ
れ
周
り
の
ス

タ
ッ
フ
に
仕
事
を
理
解
し
て
も
ら

え
ず
、
思
う
よ
う
に
業
務
が
出
来

な
か
っ
た
時
の
事
、
そ
し
て
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
も
ら

い
現
在
に
い
た
っ
た
の
か
と
い
う

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は

Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
職
場
環
境
改
善
の
活
動

も
し
て
い
る
か
ら
、『
安
心
し
て

Ｍ
Ｓ
Ｗ
に
な
っ
て
い
い
』
と
い
う

心
強
い
言
葉
を
在
校
生
、
卒
業
生

に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修

会
で
は
私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、

先
輩
に
相
談
す
れ
ば
親
身
に
な
っ

て
も
ら
え
ま
す
。
卒
業
後
に
も
、

同
窓
生
と
話
が
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

（
准
教
授

橋
本
・
山
田
美
）

体
験
を
分
か
ち
あ
う

―

社
会
福
祉
実
習
報
告
会

―

平
成
２３
年
１
月
１４
日
�
、
社
会

福
祉
実
習
教
育
に
お
け
る
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
２２
年
度

に
社
会
福
祉
援
助
技
術
現
場
実
習

を
体
験
し
た
学
生
た
ち
の
実
習
成

果
を
共
有
す
る
「
社
会
福
祉
実
習

報
告
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
学
生
だ
け
で
な
く
、
お
世
話
に

な
っ
た
現
場
の
実
習
指
導
者
を
お

招
き
し
、
１１
施
設
１２
名
の
方
々
に

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
、
行

政
・
機
関
の
４
つ
の
分
野
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
代
表
で
６
名
の
学
生
が
、

自
分
た
ち
の
実
習
成
果
を
ス
ラ
イ

ド
に
ま
と
め
、
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
者
の
学
生
た
ち
は
緊
張
し
た

面
持
ち
で
、
実
習
で
学
ん
だ
こ
と

を
、
実
習
中
の
活
動
や
印
象
に

残
っ
た
こ
と
、
反
省
点
な
ど
も
加

え
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
伝

え
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
自
分

の
実
習
体
験
を
思
い
出
し
な
が
ら

報
告
を
聞
き
、
最
後
に
い
た
だ
い

た
実
習
指
導
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

（
助
教

長
千
春
）

協
働
し
た
実
習
指
導
の
体
制
づ
く
り

〜
平
成
２２
年
度
実
習
指
導
者
講
習
会
開
催
〜

社
会
福
祉
実
習
は
、実
習
生（
学

生
）
と
実
習
担
当
教
員
、
実
習
指

導
者
（
施
設
職
員
）
の
三
者
の
関

係
の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。
実
習
生

を
指
導
す
る
担
当
教
員
は
も
ち
ろ

ん
、
実
習
施
設
の
職
員
の
方
も
、

実
習
指
導
の
た
め
の
講
習
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
実
習
指
導
者
の
た
め
の
講

習
会
が
、
日
本
社
会
福
祉
士
会
主

催
（
佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会
担

当
）
で
、
平
成
２２
年
１０
月
２
・
３

日
の
二
日
間
、
西
九
州
大
学
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
の
降
る
悪
天
候
で

あ
り
ま
し
た
が
、
佐
賀
県
を
は
じ

め
、
九
州
各
県
の
福
祉
施
設
よ
り

１
４
５
名
の
実
習
指
導
者
が
集
ま

り
、
真
剣
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し

た
。講

習
会
で
は
、
実
習
指
導
の
あ

り
方
や
実
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
は
、

演
習
形
式
で
行
わ
れ
、
実
習
指
導

者
役
と
実
習
生
役
と
な
り
、
実
習

の
事
前
打
ち
合
わ
せ
の
場
面
を
想

定
し
た
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
実
施
。

実
習
生
の
緊
張
の
ほ
ぐ
し
方
や
実

習
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
実
習
契

約
の
結
び
方
等
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
今
ま
で
の
実
習
指
導
の
方
法

を
振
り
返
る
と
と
と
も
に
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
実
習
指
導
を
行
っ
て

い
け
ば
よ
い
の
か
受
講
生
同
士
で

確
認
、
検
討
し
て
い
ま
し
た
。

（
講
師

岡
部
由
紀
夫
）

学生との意見交換が好評でした。

（１２）西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報２０１１年６月１日



入
試
・
広
報

ト
ピ
ッ
ク
ス

本
学
で
は
、
平
成
２２
年
度
の
入

学
者
よ
り
新
し
い
奨
学
金
制
度

（
左
図
参
照
）
を
導
入
し
、
平
成

２３
年
度
入
学
者
に
つ
い
て
も
、
前

年
度
同
様
、
多
く
の
方
に
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
進
学
を
希
望
す
る
方
の
学

習
意
欲
を
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
に
こ
れ
ら
の
奨
学
金
制
度

を
用
意
し
、
利
用
者
の
方
か
ら
も

た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、

な
に
ぶ
ん
新
し
い
制
度
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
十
分
に
認

知
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
の
奨
学
金
制
度
の
こ
と

を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
本
学
の
入
試
広
報
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
２３
年
４
月
１
日
よ
り
、
西

九
州
大
学
お
よ
び
西
九
州
大
学
短

期
大
学
部
の
教
育
情
報
等
に
つ
い

て
、
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

公
表
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
学
校
教
育
法
施
行
規

則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の

施
行
に
伴
い
、
本
学
の
教
育
研
究

活
動
等
に
つ
い
て
広
く
社
会
の
皆

さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
本
学
の
教
育
の
質
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組

み
で
す
。

公
表
し
て
い
る
情
報
は
、「
学

校
法
人
の
概
要
」「
事
業
（
教
育

研
究
・
管
理
運
営
・
特
長
あ
る
取

り
組
み
）
の
概
要
」「
財
務
の
概

要
」
と
い
っ
た
内
容
で
、
各
教
員

の
教
育
研
究
活
動
業
績
な
ど
も
記

載
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
、
皆

さ
ま
に
本
学
の
教
育
研
究
活
動
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

進
路
検
討
の
参
考
な
ど
何
ら
か
の

お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

西
九
州
大
学
お
よ
び
西
九
州
大

学
短
期
大
学
部
の
大
学
案
内
・
学

生
募
集
要
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
上
旬
よ
り
最
新
の
も
の
を
送

料
共
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

窓
口
配
布
や
電
話
で
の
請
求
も

で
き
ま
す
が
、
本
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
便
利
な
携
帯
サ
イ
ト
か

ら
の
請
求
も
可
能
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
い
ず

れ
か
の
方
法
に
て
ご
請
求
く
だ
さ

い
。（

入
試
広
報
課

杢
尾
隆
弘
）

�窓口：大学または短大の窓口
（月～金、祝祭日除く、

９：００～１７：３０）

�電話：０９５２－３７－９２０７（大学）
０９５２－３７－９６１６（短大）

�ホームページ
http://www.nisikyu-u.ac.jp

�携帯サイト
QRコードは

こちら⇒

オオ
ーー
ププ
ンン
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
へへ
行行
ここ
うう

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
場
よ
り

「
西
九
社
福
」
の
学
生
の
魅
力

は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
発
揮
さ
れ
る
と

言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
昨
年

度
も
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
、
地
元
佐
賀
を
は
じ
め
遠

方
は
長
崎
か
ら
も
多
く
の
高
校
生

が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
主
力
を

担
っ
て
い
る
の
が
、
事
前
準
備
か

ら
当
日
の
運
営
ま
で
の
工
程
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

支
え
て
い
る
学
生
た
ち
（
写
真
）。

彼
ら
の
多
く
は
高
校
時
代
に
「
社

福
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
体

験
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ「
参

加
者
」
の
立
場
か
ら
高
校
生
の

ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
察
知
で
き
る

の
か
、
時
に
は
教
員
が
タ
ジ
タ

ジ
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
鋭

い
意
見
を
発
信
し
て
く
れ
ま
す
。

彼
ら
の
熱
意
は
高
校
生
に
伝

わ
っ
た
よ
う
で
、
昨
年
度
も
参

加
者
か
ら
は
「
在
学
生
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
が
楽
し
か
っ
た
」

「
在
学
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
よ

か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。「
在
学
生
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
は
、
在
学
生
が
ス

ラ
イ
ド
を
用
い
て
大
学
生
活
の

様
子
を
参
加
者
に
紹
介
す
る
発

表
コ
ー
ナ
ー
の
こ
と
で
す
。
発
表

者
た
ち
は
当
日
ま
で
に
何
度
も
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
う
な
か
で
「
高
校

生
の
関
心
は
？
」「
バ
イ
ト
や

サ
ー
ク
ル
の
こ
と
も
知
っ
て
も
ら

お
う
」
な
ど
と
互
い
に
意
見
を
交

わ
し
、
不
安
と
期
待
が
入
り
交

じ
っ
た
気
持
ち
で
本
番
を
迎
え
ま

す
。今

年
度
も
多
く
の
学
生
が
参
加

者
の
皆
様
を
お
出
迎
え
す
べ
く
準

備
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
学
生
・

教
員
一
同
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
准
教
授

渡
邉
真
理
子
）

◇◇◇資料請求の方法◇◇◇

返還

不要

募集人員

採用資格を
満たした者
全員

採用資格

佐賀県及び福岡県を除く「県
外の地域及び離島（佐賀県及
び福岡県の離島を含む）」か
ら入寮した者

佐賀県及び福岡県（離島を除
く）の地域から入寮した者

同一世帯から西九州大学及び
西九州大学短期大学部に２名
以上在学する場合、２人目以
上の者

西九州大学及び西九州大学短
期大学部の同窓生の子女、兄
弟、姉妹で指定校推薦、一般
推薦において学校長が推薦し
た評定平均値３．０以上かつ欠
席日数が１４日以内の者

制度内容

寮費の半額免除：
１８万円

寮費の３分の１の額を
免除：１２万円

入学金半額免除
授業料半額免除
施設設備費半額免除
教育充実費半額免除

入学金の全額免除

奨学金名称

寮費援助奨学金

兄弟姉妹在籍奨学金

同窓生特別奨学金

２０１１年６月１日西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報（１３）



学
生
支
援

ト
ピ
ッ
ク
ス

第
４１
回
ひ
の
く
ま
祭

�R
e
：

〜
最
高
の
思
い
出
〜
�

西
九
州
大
学
は
開
校
４０
周
年
の

節
目
を
お
え
て
、
神
埼
キ
ャ
ン
パ

ス
に
健
康
福
祉
学
部
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
そ
し
て
大
学
院

健
康
福
祉
研
究
科
、
神
園
キ
ャ
ン

パ
ス
に
子
ど
も
学
部
と
短
期
大
学

部
の
２
キ
ャ
ン
パ
ス
４
学
部
、
そ

し
て
１
大
学
院
修
士
課
程
を
併
せ

持
つ
大
学
と
し
て
新
し
い
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
新
た
な
歴
史
の
始

ま
り
の
中
で
、「
第
４１
回
ひ
の
く

ま
祭
」
が
�R

e：

〜
最
高
の
思

い
出
を
〜
�
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と

し
て
、
１１
月
１３
日
�
〜
１４
日
�
に

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
以
上
の
盛
り
沢
山
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
、
学
生
な
ら

で
は
の
演
出
や
模
擬
店
が
企
画
さ

れ
ま
し
た
。
西
九
州
大
学
同
窓
会

に
よ
る
熱
気
球
係
留
搭
乗
体
験

（
写
真
�
）、
歌
手
千
綿
偉
功（
佐

賀
市
出
身
）
の
ラ
イ
ブ
、
ビ
ン
ゴ

大
会（
写
真
�
）、三
光
幼
稚
園
・
保

育
園
児
の
絵
画
展
示
、
第
１９
回
に

こ
に
こ
ふ
れ
愛
デ
イ
が
開
催
さ
れ
、

地
域
の
高
齢
者
と
大
学
生
の
交
流

や
、
大
学
に
お
け
る
地
域
の
人
や

高
校
生
の
福
祉
ふ
れ
あ
い
体
験
が

な
さ
れ
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

（
教
授

古
賀
靖
之
）

震
災
募
金
活
動

西
九
州
大
学
・
西
九
州
大
学

短
大
部
の
平
成
２２
年
度
卒
業
式

と
２３
年
度
入
学
式
で
、
学
生
で

つ
く
る
学
友
会
の
会
員
１５
人
が

募
金
活
動
を
し
ま
し
た
。
被
災

地
に
「
何
か
力
に
な
り
た
い
」

と
考
え
て
行
動
し
ま
し
た
が
、

想
像
以
上
に
多
く
の
方
々
に
協

力
し
て
も
ら
い
、
復
興
へ
の
願

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
震

災
を
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
見
て
、

普
段
の
生
活
と
隣
り
合
わ
せ
に

あ
る
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
被
災
地
の
方
々
に

必
要
な
支
援
が
届
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
心
身
共
に

疲
労
困
憊
し
、
余
震
に
お
び
え

る
被
災
者
を
思
う
と
胸
が
痛
み

ま
す
。
遠
く
離
れ
た
佐
賀
で
で

き
る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
が
、

一
人
一
人
の
善
意
が
集
ま
れ
ば

力
に
な
り
ま
す
。

全
員
が
こ
の
復
興
支
援
の
た

め
に
芽
生
え
た
絆
を
絶
や
さ
な

い
よ
う
誓
い
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

（
学
友
会
会
長

社
会
福
祉
学
科
３
年

古
賀
望
未
）

軟
式
野
球
部

２
年
連
続
全
国
大
会
出
場

軟
式
野
球
部
は
、
平
成
２２
年
度

「
九
州
学
生
軟
式
野
球
部
連
盟
春

季
リ
ー
グ
」
に
お
い
て
優
勝
し
、

平
成
２２
年
８
月
２１
日
か
ら
、
広
島

県
東
広
島
運
動
公
園
野
球
場
で
開

催
さ
れ
た
「
第
３３
回
全
日
本
学
生

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
」
へ
九
州

地
区
代
表
と
し
て
、２
年
連
続（
８

回
目
）
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

野
球
部
員
は
３２
名
で
３
名
の
女
子

部
員
と
６
名
の
女
子
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
の
結
果
は
文
教
大
学

と
対
戦
し
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し

た
が
、
全
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

日
々
の
練
習
成
果
を
十
分
に
発
揮

す
べ
く
奮
戦
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

九
州
に
西
九
州
大
学
あ
り
と
の
存

在
感
を
全
国
に
認
め
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
教
授

古
賀
靖
之
）

Ａ
Ｃ
Ｃ
短
期
留
学
に
行
っ
て

３
年

青
戸

孔
明

私
が
今
回
の
短
期

留
学
に
参
加
し
た
の

は
、
大
学
の
学
生
支

援
部
の
方
の
「
ア
メ

リ
カ
に
行
っ
て
み
ら

ん
ね
」
の
一
言
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

海
外
旅
行
が
初
め
て

の
私
に
と
っ
て
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
発
行
、
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
の
登
録
な

ど
ア
メ
リ
カ
に
行
く
前
の
準
備
が

と
て
も
大
変
で
し
た
。
そ
し
て
ア

メ
リ
カ
に
出
発
す
る
日
、
し
ば
ら

く
家
族
に
会
え
な
く
な
る
と
思
う

と
少
し
寂
し
か
っ
た
で
す
。
長
時

間
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
も
初
め
て

だ
っ
た
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
空

港
ま
で
の
１５
時
間
は
と
て
も
長
く

感
じ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
空
港
に
到
着
し

て
最
初
の
印
象
は
、「
外
国
人
が

多
い
な
ぁ
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
観
光
で
は
、
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
で
食
事

を
し
た
り
、
自
由
の

女
神
を
見
た
り
し
ま

し
た
。
ま
た
、
博
物

館
は
と
て
も
ス
ケ
ー

ル
が
大
き
く
、
普
段

は
あ
ま
り
興
味
を
持

た
な
い
私
で
す
が
、

こ
こ
は
と
て
も
興
味

深
く
、
時
間
を
か
け

て
回
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、

私
が
想
像
し
て
い
た

よ
り
、
と
て
も
刺
激

の
あ
る
街
で
し
た
。

グ
レ
ン
ズ
フ
ォ
ー

ル
ズ
で
は
、
ア
メ
リ

カ
の
普
段
の
生
活
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
多
く
の
体
験
が
で
き
ま
し

た
。
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

グ
レ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ル
ズ
市
内
の
博

物
館
や
市
役
所
や
紙
工
場
を
見
学

し
た
り
、
大
学
の
施
設
内
を
見
学

し
た
り
、
大
学
の
学
生
の
人
た
ち

と
交
流
し
た
り
し
て
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
特
に
印
象
的

だ
っ
た
日
米
の
違
い
は
、
日
曜
日

の
朝
に
教
会
に
行
く
習
慣
が
あ
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に

は
診
療
所
が
多
く
、
大
き
な
病
院

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
お
父

さ
ん
に
サ
ラ
ト
ガ
の

歴
史
資
料
館
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
い
、

こ
こ
で
大
き
な
戦
い

が
あ
っ
た
の
か
と
思

う
と
、
と
て
も
歴
史

を
実
感
で
き
ま
し
た
。

写
真
�

写
真
�

（１４）西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報２０１１年６月１日



平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
度
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

平成23（2011）年�平成24（2012）年�
456789101112123
4111023283068132131520212526562623281430410151725622
入
学
式
（
佐
賀
市
文
化
会
館
）�

前
期
授
業
開
始�

開
学
記
念
日�

28
補
講
日�

25
補
講
日�

補
講
日�

前
期
授
業
終
了
（
試
験
〜
8
/
5
）
�

オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
①�

オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
②�

集
中
講
義
・
補
講
（
〜
12
）�

夏
季
休
業
（
〜
15
）�

オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
④�

7
オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
③�

前
期
成
績
発
表�

集
中
講
義
・
補
講
（
〜
12
）�

追
・
再
試
（
〜
23
）�

後
期
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
３
・
４
年
は
22
日
）�

大
学
院
入
試
（
学
内
推
薦
・
Ⅰ
期
）�

後
期
授
業
開
始�

28
大
学
祭
（
〜
30
）�

推
薦
Ⅰ
期
入
試�

推
薦
入
試
（
指
定
校
）�

17
推
薦
Ⅱ
期
入
試�

補
講
日�

集
中
講
義
・
補
講
（
〜
24
）�

冬
季
休
業
（
〜
1
/
4
）
�

セ
ン
タ
ー
試
験
（
〜
15
）�

後
期
授
業
終
了
（
試
験
〜
2
/
3
）
�

21
補
講
日
�

一
般
Ⅰ
期
入
試�

後
期
成
績
発
表
（
４
年
次
）�

４
年
次
追
・
再
試
験
（
〜
16
）
�

後
期
成
績
発
表
（
１
〜
３
年
次
）�

大
学
院
Ⅱ
期
入
試�

28
１
〜
３
年
次
追
・
再
試
（
〜
29
・
３
/
２
）�

21
一
般
Ⅱ
期
入
試�

卒
業
式
（
佐
賀
市
文
化
会
館
）�

一
般
Ⅲ
期
入
試�

介護実習ⅠB（介護福祉コース2年次）�

介護実習ⅠB（訪問）（介護福祉コース3年次）�

※その他の入試日程につきましては、大学入試広報課、大学HPでご確認下さい。�

介護実習ⅠA（介護福祉コース2年次）�

介護実習Ⅱ（介護福祉コース3年次） �

社会福祉援助技術実習（3・4年次）�

『
高
齢
者
虐
待
を
防
げ
』書
籍
発
刊

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
が
編

「
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
さ
が
」
は
２
０
０
９
年

佐
賀
県
内
の
保
健
・
医
療
・
福
祉

の
各
種
団
体
と
連
携
を
図
り
、
西

九
州
大
学
神
埼
キ
ャ
ン
パ
ス
に
事

務
局
を
新
設
し
発
足
し
ま
し
た
。

活
動
の
主
た
る
目
的
は
、
佐
賀

県
内
の
地
域
社
会
に
潜
在
化
す
る

高
齢
者
虐
待
を
早
期
発
見
し
、
社

会
調
査
や
協
議
の
場
を
設
け
て
虐

待
防
止
策
を
検
討
し
、
対
策
を
講

じ
る
こ
と
で
す
。
行
政
や
福
祉
機

関
及
び
施
設
や
地
域
社
会
に
情
報

発
信
し
、
虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
３
年
間
は
、「
佐
賀
県
高

齢
者
介
護
・
虐
待
防
止
啓
発
セ
ミ

ナ
ー
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、

地
域
へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
佐

賀
市
、
唐
津
市
、
武
雄
市
、
小
城

市
等
の
佐
賀
県
内
、
及
び
福
岡
県

や
山
口
県
な
ど
も
含
め
て
、
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
虐
待
防
止
啓
発
研
修
会
へ
の
一

般
参
加
者
は
延
べ
３
０
０
０
名
以

上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
虐
待
防
止
の

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
一
般
公
募
し
、

海
外
か
ら
も
応
募
が
あ
っ
た
作
品

の
中
か
ら
最
優
秀
作
品
を
投
票
に

よ
っ
て
選
定
し
ま
し
た
。
選
ば
れ

た
優
秀
ポ
ス
タ
ー
を
佐
賀
県
内
外

に
配
布
し
、
佐
賀
新
聞
朝
刊
で
も

紹
介
さ
れ
た
こ
と
か
ら
広
く
虐
待

防
止
の
啓
発
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
地
域
に
お
け
る
高
齢

者
虐
待
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

�
在
宅
介
護
の
家
族
、
�
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
�
介
護
従
事
者
、

�
介
護
支
援
専
門
員
、
�
介
護
施

設
・
事
業
所
、
�
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
３
７
２
８
名

（
１
９
５
機
関
含
む
）
を
対
象
に

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
６
つ
の
福
祉
系
学
術
学
会

誌
に
掲
載
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
１

冊
の
書
籍
と
し
て
法
律
文
化
社
よ

り
６
月
に
発
刊
さ
れ
ま
す
。
先
の

学
会
誌
掲
載
に
よ
る
実
態
調
査
結

果
に
加
え
て
、
在
宅
の
介
護
者
、

高
齢
者
福
祉
施
設
職
員
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
か
ら
の
手
記
も
綴

ら
れ
、
高
齢
者
虐
待
防
止
へ
の
ヒ

ン
ト
が
得
ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
書
籍
発
刊
に
際

し
て
、
永
原
学
園
・
西
九
州
大
学

及
び
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
よ
り
学
術
研
究
振
興
基
金

助
成
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記

し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
教
授

滝
口
真
）

社会福祉学科教職員体制
学

科

長

教

授

倉
田

康
路

高
齢
者
福
祉

教

授

井
本

浩
之

哲

学

教

授

古
賀

靖
之

臨
床
心
理
学

教

授

酒
井

出

社

会

学

教

授

滝
口

真

障
害
者
福
祉

教

授

長
野

恵
子

臨
床
心
理
学

教

授

西
村

喜
文

臨
床
心
理
学

特
命
教
授

井
上

俊
孝

医

学

准

教

授

池
田

久
剛

臨
床
心
理
学

准

教

授

江
口

賀
子

介

護

福

祉

准

教

授

田
代

勝
良

児

童

福

祉

准

教

授

利
光

恵

臨
床
心
理
学

准

教

授

橋
本

み
き
え

精
神
保
健
福
祉

准

教

授

花
田

利
郎

臨
床
心
理
学

准

教

授

松
田

次
生

特
別
支
援
教
育

准

教

授

山
田

美
保

医

療

福

祉

准

教

授

山
田

力
也

ス
ポ
ー
ツ
社
会
学

准

教

授

渡
邉

真
理
子

英

語

学

講

師

青
木

研
作

教

育

学

講

師

岡
部

由
紀
夫

高
齢
者
福
祉

講

師

加
藤

稔
子

介

護

福

祉

講

師

柴
田

和
子

介

護

福

祉

講

師

深
川

友
子

介

護

福

祉

助

教

長

千
春

社

会

保

障

助

手

岩
崎

美
幸

助

手

川
�

直
子

助

手

山
口

玲
子

事
務
職
員

近
藤

舞
子

２０１１年６月１日西 九 州 大 学 社 会 福 祉 学 科 報（１５）



タ
イ
国
立
ブ
ラ
パ
ー
大
学
と
の

国
際
交
流
活
動
に
参
加
し
て

平
成
２２
年
度
卒
業

松
永

裕
介（
長
崎
県
立
口
加
高
校
出
身
）

私
は
、
平
成
２２
年
８
月
３０
日
〜

９
月
４
日
の
間
、
西
九
州
大
学
が

実
施
し
て
い
る
タ
イ
王
国
の
国
立

ブ
ラ
パ
ー
大
学
と
の
国
際
交
流
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。

１
、
日
本
語
学
科
学
生
と
の
交
流

今
回
の
活
動
で
は
、
日
本
語
学

科
の
学
生
に
対
し
、
私
た
ち
が
講

義
で
学
ん
だ
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
」
や
「
日
本
の
若
者
事
情
」
に

つ
い
て
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
語
が
不
得
意
な
学
生
も
い
て
、

会
話
だ
け
で
は
私
た
ち
と
タ
イ
の

学
生
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
は

大
変
難
し
い
と
思
い
、
言
葉
を
多

く
必
要
と
し
な
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
絵
を
つ
か
っ
た
ゲ
ー
ム

を
行
い
、
言
葉
が
う
ま
く
通
じ
な

い
学
生
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
顔
の
表
情
や
身
体
を
つ

か
っ
た
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
に
大
変

役
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
日

本
語
学
科
在
学
生
が
歓
迎
会
を

行
っ
て
く
れ
、
タ
イ
料
理
を
食
べ

な
が
ら
タ
イ
の
学
生
生
活
に
つ
い

て
の
話
や
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の

話
、
お
互
い
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を

つ
け
あ
っ
て
、
仲
を
深
め
あ
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
に

も
、
一
緒
に
日
本
語
の
宿
題
を
解

い
た
り
、
タ
イ
語
を
教
え
て
も

ら
っ
た
り
と
、
と
て
も
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
（
写
真
�
）。

２
、
障
害
者
施
設
の
見
学

ブ
ラ
パ
ー
大
学
の
近
隣
に
あ
る

国
立
の
障
害
者
施
設
の
見
学
を
し

ま
し
た
。
今
回
、
私
た

ち
が
見
学
し
た
障
害
者

施
設
は
、
タ
イ
国
内
か

ら
様
々
な
理
由
に
よ
り

保
護
さ
れ
た
１８
歳
以
上

の
女
性
専
用
の
施
設
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
施
設
に
は
介
護
を
必

要
と
す
る
人
か
ら
軽
度

の
人
ま
で
約
４
０
０
人

が
入
所
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
施
設
内
の
全

ス
タ
ッ
フ
数
は
５４
人

（
そ
の
う
ち
介
護
者
は

２４
人
）
と
、
ス
タ
ッ
フ

１
人
あ
た
り
約
５０
人
の

入
所
者
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
し

た
。
ま
た
、
医
者
や
看
護
師
が
常

時
勤
務
し
て
い
な
と
い
う
問
題
も

抱
え
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
入
所
者
の
生
活
に
関

し
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
が

少
な
く
、
５０
人
が
一
つ
の
棟
で
生

活
し
て
い
ま
し
た
（
写
真
�
）。

そ
の
理
由
は
、
介
護
者
に
か
か
る

負
担
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
ま
た

侵
入
者
に
よ
る
レ
イ
プ
な
ど
の
性

的
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
運
営
面
で
は
、
国
か
ら
の
予

算
が
少
な
く
、
寄
付
や
収
益
事
業

で
得
ら
れ
る
収
入
が
と
て
も
大
切

だ
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
障
害
者
施
設
の
見
学
を
通

し
て
、
タ
イ
の
福
祉
施
設
の
現
状

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
は
入
所
者
の

方
々
と
直
接
話
す
こ
と
は
で
き

ず
、「
入
所
者
の
方
々
が
施
設

で
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
か
？
」
な
ど
、
ま
だ

知
ら
な
い
こ
と
の
多
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

３
、
大
学
付
属
病
院
の
見
学

大
学
付
属
病
院
で
は
、
タ
イ

の
医
療
制
度
や
大
学
付
属
病
院

の
機
能
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
大
学
付
属
病
院
の
各
施
設

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
院
内

見
学
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
室
な
ど
普

段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
や

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
や
病
室

で
過
ご
す
患
者
の
様
子
な
ど
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
病
院

の
設
備
は
日
本
と
あ
ま
り
変
わ
り

は
な
く
、
日
本
製
の
機
材
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
タ

イ
の
病
院
で
は
タ
イ
式
マ
ッ
サ
ー

ジ
も
治
療
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て

お
り
、
私
た
ち
も
特
別
に
タ
イ
式

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き

ま
し
た
。

４
、
活
動
を
終
え
て

国
際
交
流
活
動
を
終
え
、
私
は

日
本
や
タ
イ
の
福
祉
制
度
や
医
療

制
度
に
つ
い
て
私
自
身
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、
反
省
す
べ
き
点
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の

人
と
出
会
い
、
経
験
し
、
考
え
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
国
際
交
流
活
動
で
は
、
得

た
も
の
は
と
て
も
大
き
く
、
外
国

で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
発
表

を
経
験
し
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て

も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
顔
の
表
情

で
お
互
い
の
気
持
ち
を
伝
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
実
際
に

経
験
し
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
自
信
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

異
な
っ
た
文
化
に
触
れ
、
自
身
の

視
野
が
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
何
よ
り
、
外
国
に
連
絡

を
取
り
合
う
友
達
が
で
き
た
こ
と

が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
経
験
が
、
社
会
人
と

な
っ
て
か
ら
も
活
か
せ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
も
た
く

さ
ん
の
事
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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写
真
�
障
害
者
施
設
で
の
入
所
者
の

生
活
の
様
子

写
真
�
歓
迎
会
で
の
一
コ
マ
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